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火
災
が
多
く
な
る
こ
の
季
節
、

幼
い
子
や
一
家
全
員
が
焼
死
す
る

な
ど
と
い
う
住
宅
火
災
に
よ
る
痛

ま
し
い
報
道
が
、
連
日
の
よ
う
に

新
聞
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
国
で
は
１
年
間
に
千
人
を
超

え
る
焼
死
者
が
発
生
し
、
そ
の
原

因
の
９
割
は
住
宅
火
災
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
う
ち
７
割
が
就
寝
中

の
「
逃
げ
遅
れ
」
が
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。
住
宅
様
式
が
開
放
型

か
ら
個
室
型
に
変
わ
り
、
音
・
煙

と
も
気
付
き
に
く
く
な
っ
た
こ
と

が
一
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。　
こ

の
よ
う
な
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め

に
は
「
早
く
知
り
、
早
く
知
ら
せ
、

早
く
逃
げ
る
」
こ
と
で
す
。
住
宅

用
火
災
警
報
器
は
火
災
時
に
最
初

に
発
生
す
る
煙
を
感
知
し
て
、
警

報
音
を
発
す
る
機
器
で
、
電
池
１

個
で
１
年
以
上
火
災
を
見
張
る

「
優
れ
た
番
人
」
で
す
。
大
切
な
家

族
の
命
を
守
る
た
め
に
、
早
め
に

取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

市
ス
ポ
ー
ツ
＆

　
入
賞
情
報
（
敬
称
略
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⑥
火
災
警
報
機
の

　
設
置
は
お
早
目
に

第
　
回
み
や
ぎ
ソ
フ
ト

３７
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
登
米
大
会

　
■
開
催
日
　
１
月
　
日
（
日
）

２５

　
■
会
　
場
　
登
米
総
合
体
育
館
　

【
ト
リ
ム
・
ク
リ
ス
タ
ル
の
部
】

　
第
２
位
　
球
愛
会
Ａ
（
登
米
市
）

人
一
人
が
市
民
の
生
活
を
支
え
て

い
る
と
い
う
使
命
感
を
持
っ
て
業

務
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
中
に

は
不
慣
れ
な
業
務
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
わ
た
し
た
ち
と
一

緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
訓
示
。

そ
の
後
、
採
用
者
は
配
属
先
の
各

部
署
へ
移
動
し
、
仕
事
を
始
め
ま

し
た
。

　
採
用
さ
れ
た
市
内
の
　
代
の
男

４０

　
登
米
市
「
緊
急
経
済
・
雇
用
対
策
」

臨
時
職
員
の
雇
用
を
開
始

　
人
に
辞
令
を
交
付

３６

第
　
回
伊
豆
沼
・
内
沼
の

１８
自
然
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
■
開
催
日
　
２
月
　
日
（
水
）

１１

　
■
会
　
場
　
伊
豆
沼
・
内
沼

　
　
　
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
セ
ン
タ
ー

【
金
賞
】

　
登
米
市
長
賞
   蛭
田
敏
夫（
中
田
）

　
栗
原
市
長
賞
   阿
部
圭
吾（
石
越
）

【
銅
賞
】

　
読
売
新
聞
社
賞

　
　
　
　
　
　
   梶
原
宗
孝（
東
和
）

第
　
回
宮
城
中
学
校
春
季

３５
選
抜
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

登
米
市
予
選

　
■
開
催
日
　
１
月
　
日
（
土
）

３１

　
■
会
　
場
　
中
田
総
合
体
育
館
　

【
女
子
の
部
】

　
第
１
位
　
豊
里
中
学
校

　
第
２
位
　
登
米
中
学
校

　
第
３
位
　
佐
沼
中
学
校

平
成
　
年
度
宮
城
県

２０

消
防
職
員
意
見
発
表
会

　
■
開
催
日
　
１
月
　
日
（
木
）

２９

　
■
会
　
場
　
仙
台
市
消
防
局
　

【
最
優
秀
賞
】　

　「
心
の
声
」

　
　
袋
岳
人
（
市
消
防
本
部
）

東北大会での活躍が期待されます

平
成
　
年
度
宮
城
県

２０

農
業
・
農
村
活
性
化

女
性
グ
ル
ー
プ
表
彰

　
■
開
催
日
　
２
月
４
日
（
水
）

　
■
会
　
場
　
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
　

【
優
秀
賞
】

　
カ
タ
ク
リ
の
里
（
東
和
）

第
　
回
作
詞
・
作
曲

６０
コ
ン
ク
ー
ル

　
■
開
催
日
　
２
月
９
日
（
月
）

　
■
会
　
場
　
仙
台
市
常
盤
木
学
園

【
作
詞
の
部
】

　
特
選
   三
浦
正
登
（
浅
水
小
）

【
作
曲
の
部
】

　
特
選
   鈴
木
美
咲
（
石
越
小
）　

　
急
激
な
雇
用
環
境
の
悪
化
を
受

け
、
市
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
緊

急
雇
用
対
策
」
の
一
環
と
し
て
採

用
し
た
臨
時
職
員
の
辞
令
交
付
式

が
2
月
9
日
、
迫
公
民
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
２
月
５
日
ま
で
申
し

込
み
の
あ
っ
た
市
内
の
　
歳
か
ら

１９

　
歳
ま
で
の
男
性
　
人
、
女
性
　

５９

２０

１６

人
、
合
計
　
人
に
、
布
施
市
長
と

３６

佐
藤
教
育
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。
市
長
は
「
皆
さ
ん
一

性
は
「
短
い
期
間
で
は
あ
る
け
れ

ど
、
ど
ん
な
仕
事
で
も
最
大
限
に

努
力
し
た
い
」
と
、
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
今
回
の
緊
急
雇
用
対
策
は
、
企

業
の
業
績
不
振
な
ど
に
よ
り
雇
い

止
め
や
解
雇
で
離
職
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
人
を
対
象
に
し
た
も
の
で
、

採
用
者
は
３
月
末
ま
で
各
種
デ
ー

タ
の
集
計
や
備
品
整
理
、
各
種
調

査
、
道
路
補
修
補
助
な
ど
の
業
務

に
当
た
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
産
業
経
済
部
商
工
観
光
課

　
工
業
振
興
係

　
緯
０
２
２
０（
　
）
２
７
３
４

３４
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地
域
が
協
力
し
て
文
化
財
を
守
る

　
　
　
 文
化
財
防
火
デ
ー
防
災
訓
練
・
文
化
財
講
座

　
昭
和
　
年
に
世
界
最
古
の
木
造

２４

建
築
物
で
あ
る
法
隆
寺
金
堂
壁
画

（
国
宝
）が
火
災
に
よ
っ
て
消
失
し

た
こ
と
を
教
訓
に
定
め
ら
れ
た
文

化
財
防
火
デ
ー
（
１
月
　
日
）
に

２６

ち
な
み
、
１
月
　
日
、
市
指
定
文

２５

化
財
を
多
く
所
有
す
る
「
 石
  越
  山
 

せ
き
 え
つ
 ざ
ん

昌
学
寺
」
で
防
災
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
訓
練
に
は
地
域
住
民
、
市
消
防

団
石
越
支
団
、
市
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
石
越
支
部
、
昌
学
寺
関
係
者
ら

約
１
０
０
人
が
参
加
。
昌
学
寺
西

側
の
金
鶏
山
山
林
か
ら
出
火
し
、

本
堂
へ
延
焼
す
る
恐
れ
が
生
じ
た

と
想
定
し
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
一
般
電
話
か
ら
の
通

報
訓
練
や
駆
け
付
け
た
住
民
に
よ

る
重
要
物
の
搬
出
、
消
火
器
の
取

り
扱
い
指
導
な
ど
を
実
施
。
参
加

者
が
煙
の
中
を
通
り
抜
け
る
煙
道

体
験
や
地
域
住
民
に
よ
る
消
火
栓

を
使
っ
た
消
火
訓
練
、
消
防
団
に

消火栓の取り扱いについて説明を受ける参加者

参加者による本堂からの重要物搬出訓練

よ
る
建
物
へ
の
一
斉
放
水
な
ど
も

実
施
さ
れ
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は

各
訓
練
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
消
火
訓
練
に
参
加
し
た

地
区
住
民
は
「
実
際
に
火
災
が
起

こ
っ
た
と
き
に
は
、
今
日
の
訓
練

を
参
考
に
し
て
少
し
で
も
被
害
を

抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
訓
練
終
了
後
に
は
、
昌
学
寺
の

大
広
間
で
住
職
の
南
浦
 洋
 

よ
う

 州
 さ
ん

し
ゅ
う

に
よ
る
文
化
財
講
座
、
市
消
防
署

北
出
張
所
の
菅
原
所
長
に
よ
る
応

急
手
当
訓
練
や
防
災
講
座
も
開
か

れ
、
参
加
者
は
防
災
意
識
を
高
め

る
と
と
も
に
貴
重
な
文
化
財
へ
の

関
心
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

南浦住職による昌学寺の歴史などの講話

農業について
の意見を交換

認定農業者連絡協議会
「登米市長との新春懇談会」

　
市
長
と
の
懇
談
を
通
し
て
市
の

農
業
経
営
の
健
全
な
発
展
と
地
域

農
業
の
振
興
を
目
的
に
、
認
定
農

業
者
連
絡
協
議
会
（
髙
橋
 幸
  三
 会

こ
う
 ぞ
う

長
・
迫
町
）
と
布
施
市
長
と
の
新

春
意
見
交
換
会
が
１
月
　
日
、
ホ

３０

テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
交
換
会
に
は
、
市
内
の
認
定
農

業
者
や
市
の
関
係
者
な
ど
約
　
人
６０

が
参
加
。
髙
橋
会
長
が
「
現
在
、

わ
た
し
た
ち
農
家
を
取
り
巻
く
環

境
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
で
は
あ

り
ま
す
が
、
相
互
に
協
力
し
登
米

市
の
農
業
を
守
っ
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
布
施
市

長
に
よ
る
「
元
気
の
で
る
登
米
市

の
農
業
」
と
題
し
た
講
話
が
行
わ

れ
、
現
在
、
市
の
農
業
を
取
り
巻

く
環
境
や
学
校
、
病
院
な
ど
の
給

食
に
よ
る
地
産
地
消
の
推
進
な
ど

に
つ
い
て
相
互
に
意
見
を
交
換
し

ま
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、
参
加
者
か
ら

地
産
地
消
の
拡
大
や
飼
料
用
米
の

出
荷
助
成
、
担
い
手
の
確
保
な
ど

に
つ
い
て
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

農業に関するさまざまな意見が出されました

農業に対する市の政策などを説明をする市長


